
資料No．4－1  感染症定期報告感染症別文献一覧表（平成20年4月1日～平成20年9月30日）  

山  A型肝炎  第55回日本ウイルス  遺伝子型の異なる複数のHAV細胞馴化株における加熱や加圧による不活化効果を検討した。  
学会学術集会 2P213  25％アルブミン存在下60℃10時間加熱処理または室温下300～420MPaの1分間加圧3サイクルに  

対し、HAV細胞馴化株間で不活化効果に差が見られた。Validation書式験に使用する株として、加熱  
や加圧で不活化されにくく細胞で良く増殖するKRM238が適切と考えられた。血液製剤の製造工程  
に新規不活化法を導入する場合にはValidation試験に使用する株を適切に選定する必要がある。   

2  B型肝炎  FDA／CBER2008年5  FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗HBc抗体）が陽性となったために供血延期となった供血  
月 業界向けガイダン  者のリエントリー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。これまで、抗日Bc抗体が2回  
ス（案）   以上陽性となった供血者は無期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目に陽性と  

なった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗HBc抗体および高感度HBVNATによってHBV感染  
が否定された場合は供血可能となる。   

3  B型肝炎  Transfusion2008；48：  最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型CのHBVを含む急性期前の接種株をチ  
286－294   ンパンジーに接種したところ、最小50％チンパンジー感染量（CID50）は各々約10コピーと推定され  

た。最低感染量を接種したチンパンジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは55－76  
日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50L  
64日であった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方が遺伝子型Aに比べ有意に短  
かった。   

4  B型肝炎  VoxSanguinis2008  1999年に核酸増幅検査（NAT）によるHBVDNA検出のための最初のWHO国際標準品（サンプル  
Epubaheadofprint  1）が樹立された。同じ血焚から調整され、長期保存された別のDNA検体（サンプル2）およぴサンプ  

ル1の力価および安定性を多施設で評価した。両サンプルの力価に有意差はなく、凍結乾燥によ  
り保存されたHBVDNAが極喝て安定であることが確認された。これを受け、WHOは2006年10月に  
サンプル2を第2の国際標準品として樹立した。   

5  B型肝炎  第37回 日本肝臓学  輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を発症した40歳代女性の症例報告である。  
会西部会 2007年12  献血者、受血者の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅検査を含む献血者のス  
月7－8日、肝臓2007；  クリーニングを行っているにもかかわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告されている。  
48（Supp13）：A522  その原因の一つがHBs抗体エスケープミュータントであるが、本症例のように献血者、受血者とも  

に塩基配列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀である。   

6  B型肝炎C型  第56回日本輸血・細  2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血関連感染症の報告数は124例（10月末現  
肝炎   胞治療学会総会  在）であり、一昨年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳はHBVが61例、HCV32例、細  

2008年4月25－27日  菌24例、その他のウイルスが7例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病原体を確  
P－033   認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であった。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月  

開始）初めての検出限界以下の献血血液による感染症例であった。   

7  

E型肝炎  China2007；37：921－  列決定を行った結果、ブタとヒトのHBVのS遺伝子の配列は98－100％の相同性を示した。また、RT－  
925   PCRによるHEVRNA検出を行った結果、HEVRNAがブタの肝臓に存在することが示された。  

8   

2008ニ42（20）：176－187  年の同時期の新規症例数は各々377例および365例であった。HCV診断の累積数は23686例であ  
り、その内12％の死亡が確認されている。2007年12月31日現在、スコットランド人口の約250人に1  
人がHCV抗体陽性と診断された。   

9  E型肝炎  AmJTropMedHyg  スペインの屠殺場の作業員において検出されたE型肝炎感染の初症例を報告する。同定されたウ  
2007；77：893－896  イルスはジェノタイプ3、サブタイプ3fに属していた。患者の血清から分離されたウイルスの部分的  

配列解析によって、ヨーロッパのヒト株およぴブタ株とのヌクレオチド相同性がそれぞれ83．4％－  
97．3％の範囲であることが明らかとなった。これらの所見は、ブタの感染器官の取り扱いを介して職  
業病としてE型肝炎ウイルスに感染したことを強く示唆する。   

10  E型肝炎  AmJTropMedHyg  スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していないヒト97名におけるHEV感染の有無を調べ  
2008：78：1012－1015  た。抗HEVIgG保有率は曝露群では18．8％、非曝露群では4．1％であった。ブタに接するヒトの抗HEV  

TgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）であった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべきである。   
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凹  E型肝炎  GastroenterdlCl；n  2006年にフランスの夫婦が南フランスに旅行後に重篤な肝炎を発症し、血清中に抗日EVIgMおよ  
Bio12007；31：1095－  ぴHEVRNAが検出され、E型肝炎と診断された。2人とも黄痘発症4週間前に生の乾燥ブタ肉を食  
1097   べていた。この肉から検出されたHEV遺伝子は、患者血清から分離したものと高い相同性を示し  

たことから、このブタ肉が感染源と特定された。火を通していないブタ肉の摂取がHEV感染源とな  

る可能性が示唆された。   

12  E型肝炎  Lancet2007；370：935  泌尿器外科医がブタを用いて手術の練習をした後、急性肝炎を発症した。患者の血液よりHEV  

RNAが検出され、HEV感染と診断された。患者のHEVの遺伝子型は39であり、ブタにしか見られな  
い遺伝子型であった。ブタの血液から感染したものと思われる。   

13  E型肝炎  NEngIJMed2008：  2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）または肝移植（86名）を受けた患者の移植時  
358：811－817   の抗日EVIgG保有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植を受けた3名、腎移植を  

受けた9名、腎臓と膵臓の移植を受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員血清  
HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移埴から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進  
展した患者ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が有意に低かった。   

14  E型肝炎  ProMED－   香港保健センターは2008年4月14日、E型肝炎感染に対する警告を発し、食物、環境衛生を厳密  
mai120080415．1358  に観察するよう呼びかけた。最近、E型肝炎感染頻度が増加しているのに対して行われた。   

15  E型肝炎  第55回日本ウイルス  日本国内13のブタ飼育施設におけるHEV保有状況について調査した。各施設につき10箇所の豚  
学会学術集会 2007  房より糞便を採取し、ウイルスゲノムの検出を行ったところ、H∈∨ゲノム陽性率は70％であった。ウ  
年10月21－23日   イルスは全てIll型およぴⅠ∨型の遺伝子型に属していた。ひとつのIII型に属するサンプル（swJ8－  

E8）については全長の90％の配列情報が得られ、塩基レベルでのホモロジーはヒトから分離された  
ものに近いことが明らかとなった。   

16  E型肝炎  第56回日本輸血・細  北海道地区において現行プールNATスクリーニングの残量を用いてTaqManRT－PCR法による  
胞治療学会総会  HEVNATスクリーニングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および遡及調査などを行  
2008年4月25－27日  なった。陽性献血者の多くは動物内臓肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
0－026   GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗体が陽転化し、典型的な無症候性一過  

性感染の経過をたどった。   

17  HIV   ABCNewsIetter，  米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性（MSM）の供血延期期間を生涯としている連  

No．262008年7月4日  邦の方針を5年間に変更することを支持するという声明を採択した。AMAはこの新方針をFDAに通  
告し、この方針を推し進めるグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供血を生涯延期  
することを血液事業者に要求しているが、アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。   

18  川∨   AIDS2007；21：235ト  フランスの新規HIV診断例における川∨－2およぴHlV－1グループ0型の感染率を調べた。2003年1  

2353   月から2006年6月に10184例の川∨新規診断症例が報告されたが、HIV－2およびHIV－1グループ0  

型感染の割合は、各々、1．8％およぴ0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触によ  
り感染した流行地域出身の患者であった。HIV－2感染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリ  
力系男性であった。   

19  HIV   PublicHealthAgency  ManitobaHealthの報告によるとカナダManitobaの女性および先住民族の間でH）V感染率が劇的  
ofCanada／CCDR  ニ増加している。過去10年間で新たにHIVと診断された女性は、以前に比較し4倍となった。ここ7  
Weekly2008年3月28  
日   に1477名がHJV陽性で、感染者の80％以上がWinnipegの住民セあった。   

20  HIV感染、C  AFP2007年9月13日  ペルー保健局は、公立病院で輸血を受けた患者4名が6ケ月内にHlVに感染したことを受け、国内  
型肝炎  の240の血液バンクを精査した。44歳女性が川∨に汚染された血液を輸血されたことが報じられた  

後、当局は、その他に11ケ月の幼児を含む少なくとも3名がHⅣに感染したと発表した。更に、社会  
安全透析センターに行った患者30名がC型肝炎に感染したことを発表した。HlVおよぴC型肝炎間  

題はペルー保健サービスの汚点である。   
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21  HⅣ感染、C  日本エイズ学会誌  中国では1985年HⅣ最初 染例報告以来、2005年末報告数は14万人に上った。感染者数は65万  
型肝炎   2007；9：541   人と推定される。現在、34省級区域全て感染者が存在し、性的経路による新規感染者は49．肌、エ  

イズ死亡率は63・4％である。湖北省川∨感染者報告数は約3500人、54％は血液感染による。HⅣは  
全てBサブタイプであった。HⅣ／HCV共感染率は75％で、HCVは78，6％が2a、21．4％が1bであった。   

22  インフルエン   AABBWeekIyReport  インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの作業部会は、パンデミック時に供血間隔  
ザ  2008年2月29日   の例外的な取り扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付した。′くンデミック時には適  

格な供血者数が制限されることが予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短くすること  
が最も有効であるとしている。   

23  インフルエン   EmergInfectDis  カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、A／Canada／1158／2006と名づけられたブタ  
ザ  2007；13：1865－1870  インフルエンザAウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメン′ト90名の内54名で同ウイルス  

に対する血清学的検査を行ったところ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1頭で血  
清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に  
適応または交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一環として養豚者の定期的サーベ  
イランスを検討すべきである。   

24  インフルエン   EmergInfectDis  2004年に、アイオワ州の田舎の住民803名を対象としてインフルエンザウイルス人畜共通感染に  
ザ  2007：13：1871－1878  関する2年間の前向き研究を行った。アイオワ大学のブタ非曝露者79名と比較して、ブタ曝露者お  

よぴその配偶者は、ブタインフルエンザ（HINl）ウイルスに対する抗体レベルが増加していた。更  
に、インフルエンザ様疾患データや組換えHINlウイルス分離などから、職業的ブタインフル工ンザ  
ウイルス感染のエビデンスが示された。   

25  インフル工ン   USDA／News＆Events  研究者らは、1957年のパンデミック時にヒトに感染したH2インフルエンザウイルス群に属するブタ  
ザ  2007年12月19日   インフルエンザの新しい株H2N3を同定した。この株は分子にねじれがあり、トリインフルエンザとと  

ブタインフルエンザ遺伝子の両方のから成る。この発見は、ブタがトリ・ブタ・ヒトによって運ばれる  
インフルエンザウイルスの”mixingvessel′′としての役割を担う可能性があるとの更なる証拠を提  

供している。   

26  
ザ   95（SuppLl）：40   間の血液供血量が由％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫のほとんどを使い尽くし  

たが、血液の使用を必要最低限に制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

27  
ンザ   2008；14：308－310  た。H5Nlウイルスを眼一鼻咽喉接種したイヌは2日以内に結膜炎および体温上昇を呈し、鼻咽喉  

スワブからウイルスRNAが検出された。しかし、接触したイヌやネコには感染しなかった。感染した  
ネコからイヌヘの感染も起こらなかった。またH5Nlウイルスに対し、ネコの方がイヌより感受性が  
高いことが示唆された。  

28  野生のアヒルを実験的にH5Nlウイルスに 感染させたところ、キンクロハジロ、ユーラシアホシハ  
ンザ   2008；14：600－607  ジロおよぴマガモは、コガモ、ユーラシアヒドリガモおよびオカヨシガモより有意に多くウイルスを排  

泄することが明らかとなった。キンクロハジロだけでなくホシハジロも発病または死亡した。野生の  
アヒル種、特にマガモはH5Nlウイルスの長距離宿主である可能性がある。  

29   大韓民国におけるトリ起源の新しいイヌインフルエンザウイルス（H3N2）分離株を実験的にイヌに  
ンザ   2008；14：74卜746  感染させたところ、鼻汁からウイルスが排出され、血清転換し、発症した。また気管、気管支およ  

び細気管支上皮細胞で大量のトリインフルエンザウイルス結合受容体（SAα2．3－gal）が同定され、  
家禽からイヌへのトリインフルエンザウイルス（H3N2）の直接伝播の可能性が示唆された。   

30．  鳥インフルエ  MedicaJNewsToday  2007年12月に高病原性トリインフルエンザA（H5Nl）ウイルスに感染した2名の家族クラスターが中  
ンザ   2008年4月8日   国Jiangsu省で同定され、調査の結果、息子から父親への限定的なヒトヒト感染と考えられるとの  

Lancet2008；371：  記事が2008年4月にLancetに掲載された。両症例から分離されたH5Nlウイルスは1つの非同義の  
1427－1434   ヌクレオチド置換以外は遺伝子的に同一であった。   
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31  ヽ    …                  ＼、、 ■望嘉  一        1            A   阜インフルエ  
ンザ   USAPubIishedonJ；ne   

2007年12月18日   よぴマウスで前適合なしで発病させることができた。また、ブタおよぴフェレットで感染性があり、高  
伝搬性であった。H2N3ウイルスは哺乳類宿主への適合性を持つため、その拡大に注意すべきで  
ある。   

32  鳥インフルエ  ProcNatlAcadSci  ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイルスの受容体結合能およぴフェレットモ  
ンザ   USA2008；105：7558丁  デルにおける感染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離されたH7N3型、2002－2003年に  

7563   米国北東部で分離されたH7N2型はα2－6結合シァル酸に対する親和性を高めたHAを保有してい  

た。また2003年にニューヨークの男性から分離された低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効  
率的に増殖し、直接接触で感染できることが確認された。   

33  鳥インフルエ  ProMED－   2006年5月にインドネシアのスマトラ島の女性が家禽からH5Nlトリインフルエンザウイルスに感染  

ンザ   mai120070903．2894  し、さらに親戚に感染させた。感染した8名の家族のうち7名がまもなく死亡した。米国ワシントン大  
学の新たな研究により、トリインフルエンザのヒトからヒトヘ伝播が初めて確定された。   

34  鳥インフルエ  ProMED－   2007年12月27日、WHOはパキスタンの家族におけるH5Nlトリインフル工ンザのヒトヒト感染を確  
ンザ   mai120080104．0038  定したが、感染が拡大する危険性はないと発表した。Peshawarで、感染したニワトリの処分に関  

わった獣医師とその兄弟3名が肺炎を発症し、処分に関わっていなかったその内の1名が2007年  
11月23日に死亡し、WHOによりヒトーヒト感染と確定された。他は全員回復した。   

35  鳥インフルエ  ProMED－   2008年1月10日、中国保健局は、最近、江蘇省で発生した52歳男性の鳥インフルエンザ感染は、  
ンザ   mai】20080110．0134  患者であった息子との濃厚な接触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められていない  

と確定した。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽との接触がないため、息子の感染源は  
明らかになっていない。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は12月3日に発症した  
が回復した。   

36  鳥インフルエ  ProMED－   2008年2月18日に中国保健省はHunan省でヒトでのトリインフルエンザ症例1例を確認したと発表し  
ンザ   mai120080218．0656  た。症例は22才の男性で、1月16日に発症し、1月24日に死亡した。中国CDCはH5Nl陽性であるこ  

とを確認した。   

37  鳥インフルエ  ProMED－   2008年2月21日、中国保健省は29例日のH5Nlトリインフルエンザ症例／19例目の死亡例を確認し  
ンザ   mai120080221．0710  た。GuangxiZhuang自治区NanningCityにおいて41才男性が2008年2月20日に死亡し、H5Nl検査  

こ陽性であった。2月18日にはHunan省でヒトでのトリインフルエンザ死亡症例1例を確認しており、  
今月2例日のトリインフルエンザ死亡例である。   

38  鳥インフルエ  ProMED－   WHOは中国でヒトにおけるトリインフルエンザの29例目の症例および死亡19例日を確認した。ま  

ンザ   mai120080225．0758  た、2008年2月25日に香港政府は、中国南部Guangdong省の44才の女性がH5Nlトリインフルエン  
ザウイルスに感染していることが疑われていると報告した。この症例は同年2月16日に発症した  
が、診断はまだ確定されていない。中国における30例目のトリインフルエンザ疑い症例である。   

39  鳥インフルエ  ProMED－   中国南部Guangdong省の44才の女性がH5Nlトリインフルエンザウイルスに感染し、死亡した。病  
ンザ   mai120080226．0784  気の家禽から感染したと思われる。中国で確認された30例目の症例／20例日の死亡例である。   

40  鳥インフルエ  ProMED－   2007年12月にトリインフルエンザにより死亡した24歳の中国人男性は、52歳の父親に直接ウイル  
ンザ   mai120080408．1292  スを感染させた（ヒトヒト感染）と、2008年4月7日に医師が報告した。中国当局は息子から父親に  

感染したと考えていると発表していたが、遺伝子配列や他の検査から裏付けられた。   
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41  鳥インフルエ  PublicHealthAgency  2007年12月10日中国保健局は、トリインフルエンザに罷った息子と父親の間の因果関係を調査中  

ンザ   ofCanada／CCDR  であるが、ウイルスが新種に突然変異したとのエビデンスは見つかっていないと報告した。先週  
Weekly2008年1月11  
日   れた。新華社通信によると、息子は死んだ家禽と接触しておらず、Jiangsu省では家禽でのアウト  

ブレイクは報告されていないとのことである。   

42  鳥インフルエ  Vector－borne   2005年10月のタイ中部における高病原性トリインフルエンザのアウトブレイク中に養鶏場で採集さ  
ンザ   Z00nOti¢Dis2008；8：  れた充血した蚊をRT－PCRで調べたところ、H5Nlウイルス陽性であり、H5およぴNl断片のシーク  

105－109   エンスにより確定された。このウイルスの感染性および複製はC6／36蚊細胞系で確認された。家  
畜や動物の血で充血した蚊を採集し検査することはH5Nlウイルスの拡大を調査するための有用  

な方法である。   

43  鳥インフルエ  WHO2008年4月3日  パキスタンにおけるトI）インフルエンザの状況（update2）：血清学的検査で更に2例のH5Nl症例が  

ンザ  確定され、パキスタンPeshawarでの家族クラスターに関する最終的なH5Nl感染検査結果が得ら  
れた。これらの検査結果は2007年12月の調査結果から得られた疫学的知見を支持するものであ  
り、限定的なヒトヒト感染が発生したが、共同体には拡大しなかったことが示された。   

44  ウエストナイ  JMedVirol．2008；80：  中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血者  
ルウイルス  557－563   14437名由来の検体中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の検体をWNVNAT法を  

用いてWNV－RNAの有無を調べた結果、全て陰性であった。米国由来血焚プールではWNV－RNA  
がしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来のプールからは検出されなかった。また、血渠  
製剤製造過程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証されることが明らかとなった。   

45  ウエストナイ  RevPanamSalud  文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染  
ルウイルス  Publica2006；19：112－  の現状をまとめた。WNV感染は2001年にCayman諸島とFloridaKeysの住民で見られ、2002－  

117  2004年にジャマイカ、メキシコなど周辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しかし、疾  
患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系でのウイルス減弱または他の可能性を検討するた  
めには分離株が必要である。   

46  日本脳炎  ProMED－   2007年11月30日インド保健省は、今年UttarPradeshで約500名が日本脳炎で死亡したと発表し  
mai120071201．3877  た。2007年11月23日までに、州当局は2450例の急性脳炎症候群およぴ499例の死亡を報告した。   

47  日本脳炎  第39回日本小児感染  日本脳炎ウイルスに関する2006年度感染症流行予測調査では、ヒトで4自治体1197人、ブタで33  
症学会総会・学術集  自治体5349頭を対象に調査を行った。ヒトにおけるNT抗体価1：10以上の抗体保有状況は、卜3歳  
会2007年11月9－11  

日   り、うち抗体保有率50％以上は17、更に12自治体では80％以上であった。2004年度と比較して抗体  
保有率が急増する年齢が年長側にシフトし、5歳未満に感受性者の蓄積が認められた。   

48  BSE   CanadianFood   2008年2月26日、CFIAはAlbertaの6歳の乳牛をBSEと確定した。カナダで12頭目のBSE牛である。  

InspectionAgency  どの部位もヒト食料または飼料システムに入っていない。当該牛は2001年12月21日生まれであっ  
2008年2月26日   た。国際ガイドラインに基づいた疫学的調査を実施中である。   

49  BSE   CanadianFood   カナダで11頭目のBSE牛に関する調査報告である。2007年12月9日に約3ケ月半の疾病後、処分  

InspectionAgency  されたEastCentraJAlbertaのウシは、予備試験ではBSE陰性であったが、詳しい検査の結果、  
2008年4月16日   BSE陽性と確定された。当該牛は1994年3月15日生まれのへレフオード牛で、死亡時165月齢で  

あった。当該農場で出生し、外に出たことはなかった。出生コホートおよび飼料コホートが実施され  
た。本症例はカナダでは2頭目の非定型BSEであった。   

50  BSE   JFoodProt2008；71：  日本における21月齢より若いウシ由来の牛肉でのBSE感染性リスクと死骸成熟度スコアによって  

802－806   評価される米国からの牛肉におけるリスクとを比較した。日本政府は死骸成熟度スコアがA40以  
下のウシの牛肉の輸入を許可しているが、A40以下のウシは21月齢未満であると推測され、両国  
でのBSE保有率が同等であるとすると、BSE感染性リスクに差は見られなかった。   
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51  BSE   0IE World ’l  1989 、ら2008 3  で‾   お の    、ら        01E ‾ 止・ －一       anlma  
healthsituation2008  

年3月31日   16頭、日本およぴポーランド10頭、フランス8頭、イダノア7頭、スイスおよびカナダ5頭、チェコ3頭、  
オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頭、スロベニア、スウェーデンおよび米国l頭である。2008  
年には、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されている。   

52  BSE   01E／Worldanimal  2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（OIE）に報告されたBSE数である。1987年以前は英国  
heaJthsituation 2008  全体で446頭であったが、1992年には37280頭となった。その後、減少し、2007年には67頭となっ  

年4月17日   た。2008年は3月31までに10頭報告されている。   

亭3  BSE   ProMED－   CanadianFoodInspectionAgency（CF［A）は、カナダAlbertaの13才の食肉用雌牛が牛海綿状脳  
mai120071218．4076  症（8SE）であることを確定診断した。   

54  BSE   ProMED－   CanadianFoodlnspectionAgencyは本日（20CI8年2月26日）ウェブサイト上で、Afbertaの6才の乳  

mai120080229．0831  牛が12頭目のBSEであることを確認したと発表した。このウシは狂牛病拡大防止のための飼料成  
分禁止措置が取られた約5年後に生まれた。   

55  
ルトヤコブ病  28：51－61   を小暇テント下に移埴された4例における発症時の症状は小脳または脳幹機能障害であり、小脳  

テント上に移植された1例では大脳皮質症状を示した。亜急性海綿状脳症が1例、全脳型CJDが4  
例であった。また、シナプス型PrP沈着を示した。初期症状と移植部位に密接な関係があることか  
ら、移植部位から近接する脳部位へのCJD直接感染が示唆された。  

56   
フェルトヤコ  697－708   均発症年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターンおよぴマイクロプラー  

ブ病  クの存在が、既知のプリオン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性PrPは  
検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、  
プリオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多い可能性がある。   

57  異型クロイツ  BiochemBiophysRes  正常な脳ホモジネートを慢性消耗性疾患エルクの異常プリオンとともにインキュベー卜するinvitro  
フェルトヤコ  Commun2007；364：  アツセイを用いて、プリオンの転換について調べた。標準の条件下（pH7．4）ではPrPCからPrPSc  

ブ病   796－800   への転換は同種でのみ効率的であったが、酸性条件下（pH3．5）では異種においても転換が著しく  

促進された。基質の部分変牲によって構造上の変化が起こり、遠隔種間の種の壁を越えることが  
示唆された。   

58  異型クロイツ  Channe14   今までに確認されたことのないタイプのvCJDにより、ヒトでの狂牛病による死亡に対する新たなお  
フェルトヤコ  News／Press   それが浮上している。VCJDで死亡した39歳女性の脳は通常とは異なる損傷パターンを示し、今ま  

ブ病   Associationreport  での患者とは遺伝的に異なっていた。1980年代に感染牛を食べたことによるvCJD患者に新たな  
2008年1月2日   グループが存在する可能性を示唆している。   

59  異型クロイツ  dailypress．com20O8  米国Portsmouthで、脳変性疾患を呈し死亡した女性の死因を、VCJD疑いのため調査中である。  
フェルト・ヤコ  年4月11日   MRぼたは脳スキャンの結果がアトランタの疾病対策センターに送付され、バージニア大学および  

ブ病  国立プリオン病病因サーベイランスセンターで更に検査される。結果が出るまでには数ヶ月を要す  
ると思われる。   

60  異型クロイツ  HPA／Health   2000年1月1日～2007年12月31日に、手術を介したCJDへの潜在的な医原性暴露は計329件報告  
フェルト・ヤコ  ProtectionReport  された。2007年7月1日から12月31日の間に11件が追加された。NATA（NationaIAnonymousTonsil  
ブ病   2（19）2008年5月9日  Archive）は2008年8月末までに計61619例の扁桃腺組織検体を受け取った。2007年1月末から扁  

桃腺組織中の異常プリオン蛋白の有無に関するスクリーニングが行われている。   
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61  異型クロイツ  JViro12008；82：   非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染性およびヒトでの表現型を調べた。8ASE  
フェルト・ヤコ  3697－3701   ウシ由来の脳ホモジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニック（Tg）マウスに接種した  

ブ病  ところ、60％が20－22ケ月後に感染し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。BASE感  

染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのアイソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒト  
プリオン病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ向性であった。   

62  異型クロイツ  Medgadget．com2008  カナダQuebecのProMeticUfeScience社は血液中のvCJDプリオンを除去する使い捨てフィル  
フェルトヤコ  年4月9日   ターを開発した。何百万ものペプチドをスクリーニングし、プリオンに最も親和性のあるものを探  
ブ病  し、市販の樹脂に固定し、膜状にし、何層にも重ねた。本フィルターは汚染血液からのプリオン除  

去が可能であった。また、フィルターで処理したプリオン感染ハムスターの血液をプリオン非感染  
ハムスターに投与しても疾患は発現しなかった。   

63  異型クロイツ  MicrobiolImmunol  感染動物モデルにおいても、血中のPrPr8Sは白血球を除きめったに検出されない。新規の酸性  
フェルト・ヤコ  2007；51：122ト1231  SDS沈殿法と高感度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナーゼK耐性3F4反応性タ  

ブ病  ンバクが、スクレイピー感染ハムスターの血渠中からは検出されるが、疑似感染ハムスターでは  
検出されないことが示された。血渠中においてPrPresは他の血祭タンパクと糖鎖を通じて凝集して  
おり、スクレイピー感染ハムスター血菜において検出可能となったことが示唆された。   

64  異型クロイツ  PDAJournalofGMP  生物製剤におけるプリオン対策の現状と課題に関する総論である。牛由来材料または人血兼材  

フェルト・ヤコ  andVaIidationin  料を用いて生物製剤を製造する場合、プリオンによる製造原料の潜在的汚染の可能性が存在し  
ブ病   Japan2007；9：32－41  ている。安全対策がより効率的・効果的であるために、さらに発症メカニズムの解析、高感度検出  

法の開発、除去・評価法の開発が必要である。   

65  異型クロイツ  PediatrTransplant  米国で、小腸のBurkittリンパ腫で化学療法を受けた後、同種臍帯血移植を受けた6歳の男児が移  
フェルトヤコ  2008；12：95－98   植5ケ月後に致死性の高進行性脳症を発症した。苦り検により脳内の海綿状変化が明らかとなり、  

ブ病  多くの臨床経過所見がTSEと一致していた。生前および死後の検査では病因を特定できなかっ  
た。化学療法や抗ウイルス療法による後天性ミトコンドリア病である可能性は除外できなかった。  
同種造血幹細胞移植後の海綿状脳症の初めての報告である。   

66  異型クロイツ  ProMED－   英国で53歳の男性実業家がvcJDで死亡した。この男性は2001年に角膜移植手術を受け、6年後  
フェルトヤコ  mai120080303．0878  の2007年8月に記憶と平衡感覚に支障をきたし始め、2007年11月13日にvCJDと診断され、診断  

ブ病  後10週で死亡した。家族は眼の手術が原因と確信している。   

67  異型クロイツ  ProMED－   2008年4月7日、スペイン当局は、2005年に初めての死亡例が出て以来のヒト型狂牛病による死亡  
フェルト・ヤコ  mai120080410．1311  が発生したと発表した。犠牲者は40歳と51歳で、2007年12月と2008年2月に死亡した。Cas川e－  

ブ病  Leon地方の農相は、今回の犠牲者は明らかに2001年以前に感染しており、それ以後、家畜およ  
び食肉生産に対する衛生管理は強化されていると述べた。   

68  異型クロイツ  ProMED－   英国NationalCJDSurveiIIanceUnitによると2008年7月4日現在の英国における 確定および疑い  
フェルト・ヤコ  mai120080707．2058  vcJD症例数は計167例で、内3例は生存中である。フランスInstitutdeVeilleSanitaireの2008年7  

ブ病  月7日付け月間集計によると同国で1992－2008年に記録されたvCJD確定および疑い症例数は23  
例で全て死亡している。   

69  異型クロイツ  Transfusion2008：48：  ヒツジのリコンビナントPrP（rPrP）のヒツジにおける血液クリアランスならびにスクレイピー関連フイ  
フェルトヤコ  609－619   ブリル（SAF）静注後のPrPresへの曝露について調べた。rPrPのARR変異型は、VRQ変異型よりも  

ブ病  より早く除去された。また、PrPcのARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリアランスよりも大  

きいことが示唆された。rPrPの血祭クリアランスは、両腎臓摘出後は52％減少し、rPrP除去に腎臓  
が重要であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに除去された。   

70  異型クロイツ  VetRes2008：39：33  1990年代にウシ海綿状脳症が英国で流行したことを受けて、ヒト及び動物において伝染性海綿状  
フェルトヤコ  脳症を検出するために開発された様々な技法についての総説である。VCJDが輸血により感染しう  

ブ病  ることが明らかなことから、VCJDの診断に関する血液検査の開発が最優先事項である。   
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71  異型クロイツ  VetRe＄2008：39：34  伝染性海綿状脳症（TSE）の伝播性を調べるための実験的アブロニチ法を要約し、実験lこおける  
フェルトヤコ  所見と自然発生するTSE（主にウシ海綿状脳症及びスクレイピー）およぴコントロール方法との関  
ブ病  連性を考察している。   

72  エボラ出血  Scienceand   科学者らは、コンゴGabonの野生のサルから分離したエボラウイルスは新規の系統に属し、他の  
Development   株と融合し、新種の株を創生することが可能であることを発見した。このことはワクチン開発に重  
Network／Sub－   大な意味を持つ。弱毒化されたウイルスからなるワクチンは、野生ウイルスと融合し、新種を作り、  
SaharanAfrica／News  予測や制御がより困難なウイルスがヒトやサルに広がる可能性がある。これらの知見はProcNatl  
2007年10月19日   AcadSdの10月17日onlineに発表された。   

73  エボラ出血  WHO／EPR2007年11  ウガンダ保健省はウガンダ西部のBundibugyo地方におけるエボラ出血熱のアウトブレイクを確定  

月30日   した。アウトブレイクは2007年9月に始まっていた可能性があり、2007年11月28日現在、死亡例16  
名を含む51名の疑い例が報告されている。患者の検体から新規のウイルス株が確認された。   

74  2008年5月13日までにロシア商連邦地方においてクリミア・コンゴ出血熱18例（死亡2例を含む）が  
ア出血熱  mai120080518．1657  記録された。同地方全域でダニ駆除薬による家畜の処置が行われたが、Astrakhan地域では不十  

分である。同地方でのクリミア・コンゴ出血熱症例数は2007年には234例で、うち4例が死亡例で  
あった。  

75  ロシアStavrapo卜Kraiではクリミア・コンゴ出血熱による2例目の死亡例（39歳女性）が記録された。  
ア出血熱  mai120080528．1732  1例日の男性は2008年5月中旬に死亡している。2008年5月26日現在、12地域で患者17例が記録  

されている。インターネットの情報によるとSouthFedera10krugにおいて2008年のこれまでにクリミ  
ア・コンゴ出血熱による死亡が4例記録されている。これは2007年1年間の総数に当たる。  

76  2008年7月7日、トルコの8ursa、CanakkaIeおよぴSamsunの病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・  
ア出血熱  mai120080709．2092  コン⇒出血熱により3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。保健省はダニに注意す  

るよう呼びかけ、岐まれた場合は決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り除いても  
らい、ヨードで消毒することを推奨している。  

77  
を調査している。生のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降2008年7月7日まで  
に、米国の41の州、ワシントンD．C．およびカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモネ  
ラ血清型セントポールに感染したことが確認された。  

78   2008年2月22日以降、HPAの腸管病原菌研究所（LEP）が受け取る、まだ命名されていない同じ  
ProtectionReport  ファージ型／くターンを示すネズミチフス菌の分離株数が増加している。パターンは現在認識されて  
2（11）2008年3月14日  いるネズミチフス菌のファージ型とは異なり、PTU320と命名された。LEPはイングランドとウエール  

ズ在住者においてネズミチフス菌PTU320感染のヒト症例51例を確定した。分離株は全て抗生物  
質に対し十分に感受性があった。患者は10ケ月から92歳で、31例中30例は2月17日から25日に発  
症した。   

79  大腸菌性胃  日本公衆衛生雑誌  動物における腸管出血性大腸菌の保有状況を調査した。平成18年6月から19年2月に愛媛県内  
腸炎   第66回日本公衆衛生  の屠殺場に搬入されたウシ143頭、動物愛護センターに収容されたイヌ71頭、ネコ67頭の直腸便  

学会総会 2007年10  を検査した結果、ウシでは82頭（57．3％）からヒト腸管出血性大腸菌（EHEC）が137妹分離され、0157  
月24－26日   や026など9種類の血清型が含まれていた。イヌとネコからはEHECは検出されなかった。   

80  チクングニヤ  CDC／Outbreak   2008年2月5日現在、シンガポール保健省は同国の地方におけるテンクグ与ヤ熟の可能性症例13  
ウイルス感染  Notice2008年2月11  

日   るテクングニヤウイルスの局所的伝播であることが示唆される。同国への旅行者はテクングニヤ  
熟の症状に注意し、蚊に刺されないよう注意すべきである。   
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81  チクングニヤ  PLoSMed2008；5：  2005年3月－2006年12月にレユニオン島では7504名の女性が7629例の新生児を出産したが、妊産  
ウイルス感染  e60   婦中678名（9．0％）が分娩前に、61名（0．8％）が分娩前または分娩中にチクングニヤウイルスに感染し  

ていた。早期の胎児死亡3例を除き、垂直感染はほぼ満期出産の分娩時ウイルス血症で観察さ  
れ、分娩時ウイルス血症産婦39名からの垂直感染は19例（48．7％）であった。帝王切開では感染を  
防げなかった。感染した新生児は出生後3－7日目に発病し、10例（52．6％）で重症となり、うち9例  
（90％）が脳症であった   

82  チウシグニヤ  ProMED－   インドネシアBandarlampungでは2007年12月に数千人がチクングニヤに感染した。最悪感染地域  
ウイルス感染  mai120080104．0051  のWaydadi地区では3自治会で500名近くの住民が感染した。感染は2007年11月に始まり、  

Bandarkmpungの多くの地区に広がった。   

83  テクングニヤ  ProMED－   台湾CDCは2007年12月28日およぴ30日にテクングンヤの輸入症例2例を検査により特定した。こ  
ウイルス感染  mai120080109．0106  の2例はいづれもインドネシア人で各々、12月20日およぴ27日に発症した。   

84  テクングニヤ  ProMED－   台湾Taoyuan郡保健省は2008年4月23日、北部で今年初めてのテクングニヤ熟症例を確認した。  
ウイルス感染  mai1200804281470  患者は58歳の台湾人ビジネスマンで、2008年の3月26日から4月9日に上海、4月9日から19日に  

ジャカルタに旅行した。   

85  手足口病  WHO2008年5月1日  中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、中国で乳幼児におけるエンテロウイルス  

（EV－71）による手足口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20例はAnhui省Fuyang  
市である。死亡例は全てEV－71感染による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡し  
た云全症例の死亡率は3月10－31日は11％であったが、4月17－29日には0．2％に減少した。   

86  デング熱  CDC／TraveIers   ブラジルでは2007年に続き、2008年もデング熱の大きなアウトブレイクが報告されている。保健当  
Health2008年7月24  
日   例、死亡48例である。リオデジャネイロでは2008年4月10日現在、デング熱総症例数は75399例  

で、その内、死亡80例である。ブラジルヘの旅行者は蚊に刺されないよう十分注意すべきである。   

87  デング熱  ProMED－   タイ保健省によれば、2007年1月1日～9月8日におけるデング熱感染症例は4†975例であり、うち  
mai120070924．3165  47例が死亡した。インドネシアでは16万例を超えており、ビルマ（ミャンマー）では計11577例、カン  

ポジアでは25000例（15才未満の小児300例が死亡）が感染した。マレーシアでは感染が50％急増  

し、2007年6月に56例が死亡、7月は毎週1000例以上の患者が入院した。ベトナムでは2006年より  
40％増加し、33000例が感染し、32例が死亡した。   

88  デング熱  ProMED－   ベトナム保健省は洪水多発地域で新たなデング熱アウトブレイクの危険性が高いため、州や市へ  
mai120071030．3516  デング熱防御および抑制のための厳格な手段をとるよう命令した。同国では今年（2007年）、デン  

グ熟症例が80000例近く発生しており、うち68例が死亡した。パキスタンKarachiではデング熱症例  
は2007年8月以降上昇し、1527例となったと地方保健局が2007年10月23日に発表した。別の地域  
で新たに48例が報告された。   

89  デング熱  ProMED－   インドネシアCentralJava保健サービスは、2007年l月から12月までにデング熱に住民11636名が  

maj120071227．4147  感染し、うち217名が死亡したと発表した。2007年卜11月の同市での発生率は4．95／10000人で、  
2006年の3．37／10000人より高かった。   

90  デング熱  ProMED－   カンボジアでは2007年にデング熱によリ407名が死亡し、最近10年間で最高の死亡者数となったと  

mai120080120．0255  保健省は2008年1月4日に発表した。死亡例の大部分は小児であった。デング熱は同国における  

慢性的な問題であるが、2007年は雨季の到来が例年より早かったことも原因であるとしている。   
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91  デング熱  ProMED－   ブラジルにおしヽて2007年のデング熱による死亡症例数は158例で、2006年の78例の2倍以上で  
mai120080211．0549  あった。2008年1月になり減少している。2008年2月4日に発行された保健省の冊子によると、2007  

年に全国で559954例のデング症例が登録され、このうち1541例がデング熱であった。Parana州南  
部地域では2007年12月のデング熱届出症例数は8356例となり、2006年同時期と比較して827％増  
加した。   

92  デング熱  ProMED－   タイでは2008年になってから今までに4名がデング熱で死亡し、累積患者数は1ケ月で2824名と  

mai120080218．0662  なった。患者の70別ま中部地方の住民である。2007年の同時期の患者数は1702名で、死亡例はな  
い。2007年のデング熱患者数は約60000名で、死亡数は29名である。   

93  トンガVaiola病院からの報告によると、2008年3月2日までにデング熱により2名が死亡した。23歳  

mai120080309．0962  の警察官1名と、幼児1名が、デング熱の重症合併症により死亡した。2007年6月から12月にかけ  
て、デング感染流行が発生し、当時死亡した患者は1名であった。このほか、50－60名の患者が治  
療を受けた。しかし、2008年、デング熱感染患者は3倍に増加し、200名以上が治療を受けている。  

94   メキシコでは最近4年間で古典的デング熱およぴデング出血熱症例が2003年の6400例から2007  
mai120080321．1080  年の48000例となり、750％増加した。感染の80別ま南東部、主ヒveracruzおよぴChiapasに集中して  

いる。2007年には国内の28州において10例の死亡を含むアウトブレイクが記録された？   

95  2008年3月26日現在、フィリピンIlocosNorヒeで2008年に記録されたデング熱感染者数は90名で、  
mai120080401．1198  うち2名は死亡例である。ニューカレドニアにおけるデング熱症例数は2008年2月の流行発生以  

降、増加を続け、3月初旬は72症例であったが、3月20日には215例以上に急増し、3月28日には  
263例以上となった。ブラジル保健当局は2008年1月1日以降、国内におけるデング出血熱406例  
（死亡34例を含む）を報告した。2007年同時期と比べ著しく増加している。  

9（；  1ケ月近くの豪雨のため、ブラジル北東部におけるデング熱届出数は2007年同時期よリ48％多く、  
mai120080421．1411  デング熱確定死亡例は23例で、デング熱疑い死亡例は56例である。Sergipe州は最もデング熱が  

増加した州であり、2008年1－4月のデング熱症例は2007年同時期より1226％増加した。またRio  
GrandedoNorte州では2008年のデング出血熱症例の届出は577例で2007年同時期と比較して約  
10倍に増加した。  

97   ホーチミン市保健当局は2008年5月20日に、同市では3000名以上の小児がデング熱に罷患し、昨  

mai120080525．1716  年の2倍であると報告した。第一小児病院デング熱科の入院患者数は、先週1日20－30名であった  
が、現在は40－60名に増加した。メコンデルタ地方では2008年になってから今までに10000例以上  
がデング熱に羅患した。   

98  デング熱  ProMED一   2008年5月28日、ブラジルRiodeJaneiroでは、今年になってから162701例のデング熱症例が報告  

mai120080603．1776  され、その内、死亡例は123例で、更に116例のデング熱疑い死亡例を調査中であると保健局が発  
表した。また、保健局発表によると、2008年5月21日現在、ブラジルSergipeでは20174例が報告さ  
れ、8726例が確定された。ノ2008年4月は10万人当たリ652．4例の発生率であったが、5月には10万  
人当たり‖8．2例に減少した。   

99  マニラCaloocan市保健当局は2008年1月1日から5月29日にデング熱症例630例、うち5例は死亡  

mai120080618．1901  例を記録したと発表した。これは2007年同時期と比較して2倍の増加である。  

100   ベトナム南部の複数の省においてデング熱症例約5000例が発生し、TienGiang、CaMau、Bac  
mai120080622．1933  Lieuなどの省で増加が予想されている。CaMau省の予防衛生センターによると、2008年6月18日  

までのデング熱の発生は2007年間時期と比較して2倍となる1000例以上となった。流行はまだ増  

加傾向にある。   
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101  デング熱  Transh」SiQn2008；48：  高力価の培養デンダウイルスセロタイプ2をアルブミンおよび免疫グロブリンの各種製造工程（低  
1342・－1347   温エタノール分画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理およぴウイルスろ過）前  

の検体に加え、各工程での同ウイルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50アツセイ  

およぴRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ程が不活化・除去に有効であることが示された。   

102  アメリカ・トリ  CI；nInfectDis2008：  血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡したスペイン人患者の寄生虫学的、血清学的  
／くノソーマ症  46：e44－47   疾患経過、ならびに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往があり、176名以上の供血  

者由来の輸血を受けていた。臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳関門を通過  
して神経系に感染したことが確認された。特定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者  
は、免疫抑制剤治療実施前に、抗Trypanosomacruzi抗体のスクリーニングを受けるべきである。   

103  アメリカ・トリ  VoxSanguinis2008；  米国で全供血者を対象にしたTripanosomaCruzi検査が導入された2007年1月30日以降、最初の  
パノソーマ症  95（Suppl．1）：39   10ケ月間、供血者の調査を行った。適合供血のうちEuSA法で反復陽性（RR）となったのは  

0．013％（90／651471）で、そのうちRIPA陽性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  

血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回供血者に絞った対策の検討が示唆され  
た。   

104  アメリカ・トリ  第48回 日本熱帯医  日本におけるラテンアメリカ人の慢性シヤーガス病キャリアーからの献血についての対策を検討し  
パノソーマ症  学会大会 2007年10  た。カーミC液（CPD液）を用いてT．Cruz感染マウス血液を40cにて卜21日間保存処理を行ったとこ  

月12－13日12C－02  ろ、マウスへの感染性は無処理のものと差異は無かったが、病原性はかなり減弱することが示さ  
れた。しかし、T．Cruzi虫体はほとんどの白血球除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供  
システムはシヤーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対策の改善が必要である。   

105  バベシア症  AmericanSocietyfor  米国中南部では稀な輸血によると考えられるBabesiamicrot感染症例の報告である。61歳の女性  

MicrobiologylO8th  患者で、赤血球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死亡した。血液塗抹標本で  

GeneraIMeeting   赤血球の5～15％にトロフォゾイト（栄養体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態学的に確  
2008年6月1－5日、  認され、PCRでB．microti陽性であった。輸血された製剤の供血者のうち1名がB．microt＝場性で  
Boston   あった。   

106  バべシア症  訓00d2007；110：853  米国コネチカット州での輸血によるBabesiamicrot感染の危険性を評価するため、2004－2007年に  

収集されたドナーとレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の赤血球輸血を受けてい  
た患者1例でBabesiamicroti感染が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定することはできな  

かった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例または1例と計算された。   

107  パルボウイル  

ス   月 業界向けガイダン  てのガイダンス案が示された。全ての血焚由来製剤について、製造プール中のパルボウイルス  
ス（案）   B19DNAのウイルス負荷を確実に10000IU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査として  

NATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの感度は少なくとも1000000（U／mItするべきであ  
る。これらの基準を超えるものは使用してはならない。   

108  パルボウイル  

ス   1775－1782   てミニプールNATによりスクリーニングした。その結果、10万ル／ml以上は10万供血当たり12．7、10  

万一U／ml未満は10万供血当たリ261．5であった。10万lU／ml未満のB19Vを含有する検体では全て  
こ中和抗体（VP2）が検出された。10万IU／ml未満のB19DNA陽性血液製剤は高濃度の中和抗体  
を含有するため安全であると思われる。   

109  パルボウイル  

ス   1036－1037   B19感染者のうち20名のB19DNA、IgGおよびIgMを長期間フォローアップしたところ、B19持続感染  
が観察されたが、B19感染の症状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血祭ウイルスカ  
価は約1年で1ぴIU／mし未満、約2年で10コル／mL未満まで下がることが示された。   

110  パルボウイル  

ス   178－・186   酵素免疫測定法による検査を実施した。血焚プールは平均33±91U／mL（最小値111U／mL）の  
B19VlgG力価を含有し、これらの111U／mLのB19VIgGは、B19V遺伝子型1の感染性を4．6Iog、遺  
伝子型2の感染性を3！＝og以上を中和した。このため、このようなプール由来の10％静注用免疫グ  
ロブリン製剤（ⅠVIG）は、さらに高いB19V中和活性を含有することが明らかとなった。   
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